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２００５年７月２４日

日本の高校生が国際大会でメダルラッシュ！！

～第37回「国際化学オリンピック」台北大会（台湾）～

「夢・化学-２１」委員会

２００５年７月１６日から２５日まで台湾・台北にて開催されている第３７回「国際化学オリンピック」台北大会は、２４日午後（現地時間）閉会式が行われ、成績優秀者の発表がありました。今回で３大会目の出場となった日本代表は全員がメダルを獲得し、銀メダル１名、銅メダル３名という好成績でした。

銀メダルを獲得したのは、私立武蔵高等学校（東京都練馬区）３年生の川崎 瑛生君（かわさき あきお、１７歳、埼玉県在住）、銅メダルを獲得したのは私立創価高等学校（東京都小平市）３年の鹿又　喬平君（かのまた きょうへい、１７歳、宮城県出身）、私立神戸女学院高等学部（兵庫県西宮市）２年の今村　麻子さん（いまむら　あさこ、１７歳、大阪府在住）、私立開成高等学校（東京都荒川区）２年の永田　利明君（ながた としあき、１７歳、埼玉県在住）の３人です。なお、川崎君は昨年に続き２年連続のメダル獲得となりました。

大会は、５９カ国の高校生２２５人が参加し、大会開催期間の間、それぞれ５時間に及ぶ実験問題（Experimental Examination）と筆記試験（Theoretical Examination）が行われました。日本からは、「夢・化学-２１」キャンペーン事業のプログラムとして高校生を対象とした「全国高校化学グランプリ２００４」より成績優秀者４人（上記）が代表選手として参加しました。

去る７月１５日（金）には、「夢・化学-２１」委員会主催の壮行会も開催され、代表選手は激励されるなか台湾の台北に向かいました。なお、代表チーム一行は、７月２６日（火）に帰国し、帰国報告会を行う予定です。

◆第３７回「国際化学オリンピック」台北大会（台湾）　大会概要

開催期間：
２００５年７月１６日（土）～２５日（月）


場所：
試験会場：国立台湾大学（実験）、国立台湾大学（筆記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 閉会式：グランドホテル内・円山大飯店


参加国：
５９カ国


参加人数：
２２５人

◆日本代表スケジュール


７月１５日（金）
代表生徒壮行会（於：日本化学会）


１６日（土）
日本出発－台北着　歓迎ディナー


１７日（日）
第３７回「国際化学オリンピック」開会式（場所：台湾中央研究院）


１９日（火）
実験問題（場所：国立台湾大学）


２１日（水）
筆記問題（場所：国立台湾師範大学）


２４日（日）
閉会式（成績発表）（場所：グランドホテル内・円山大飯店）


２５日（月）
解散


２６日（火）
帰国報告会
◆化学オリンピック代表と大会役員など引率者のコメント
代表選手のコメント：

川崎 瑛生君

　なんとも言えません｡悔しいです｡しかし昨年より楽しくやることができました｡試験内容は同じくらいだと思います｡

鹿又　喬平君

　試験問題は難しかったです｡世界のレベルの高さを感じました｡メダルは自分の実力が出せた結果だと思います｡メダルの色以上に大切なものとして得られたのは世界の高校生と出会えることができたことです｡

今村　麻子さん
　メダルが獲れて嬉しかったです｡（成績発表で）二回も呼ばれてビックリもしたし、面白かったです｡ただ、試験が終わったら、勉強したことをすっかり忘れてしまいました｡

永田　利明君

　メダルが獲れて素直に嬉しいです｡色々な国と人たちと話をすることもできました｡英語だったのでスラスラとはいきませんでしたが、頑張りました｡

メンター（大会役員）のコメント：

工藤　一秋・東京大学助教授

　実験問題試験のではサンプルの乾燥で待たされたり、台風が来て気をもんだりしましたが、生徒たちは本来の実力が発揮できたようです。また細矢先生が航空機の中で生徒に教えられた“多面体折り紙”が、生徒の国際交流に一役買っていました。

細矢　治夫・お茶の水女子大学名誉教授

　思った以上に頑張ったのではないのでしょうか。今年は2年生２名、３年生２名で、しかも２年生の１人は女性とヘテロなチームでしたが、うちとけて、とてもいいチームワークになりました。

サイエンティフィックオブザーバーのコメント：

薬袋　佳孝・武蔵大学教授

　合宿などを通じて４名の生徒は個性を出しながらも、ひとつのチームになったような気がします。世界の高校生との交流は初めての経験で大変だったでしょうが、これを出発点に世界の同世代と交流を深め、色々な形で自分たちの時代を築いていってほしいです｡

ゲストのコメント：

岩藤　英司・学芸大学附属高等学校教諭

　私がトレーニングで担当した実験に関連した問題が本番でも出題され、生徒たちもいい成績だったようで良かったです｡国際化学オリンピックは出来るだけ多くの日本の高校生が経験してほしいイベントです｡必ず貴重な経験となります｡

林　真理子・私立神戸女学院高等学部教諭

　皆さんベストを尽くしました｡体調も崩さず、天候も良くなく、慣れない環境のなかで力が出せたことは素晴らしいことと思います｡

前田　義幸・科学技術振興機構科学技術理解増進部企画課長

　全員、落ち着いて試験に臨んでいたようです｡日本の高校生が、国際化学オリンピックに参加することで成長しており、推進する立場の者として嬉しく思います｡また日本開催の可能性が出てきたことも、今回の台湾大会での成果と考えています｡

◆今回のオリンピックで出された試験問題
実験問題　有機化学に関連した問題と無機化学に関連した問題の各１問が出題｡試験時間は合計５時間｡

筆記問題　８問が出題｡例年通り、有機化学、無機化学、分析化学、物理化学と化学全般を網羅している｡実験もそうだが、日本の大学の学部レベルの問題も出された｡

◆取材等のお問い合わせ先◆

「夢・化学-２１」委員会事務局（日本化学工業協会内）／青山TEL０３―３２９７―２５５５

日本化学会／田中、河瀬TEL０３―３２９２―６１６４
高校生の写真をご希望の方は電話かyaoyama@jcia-net.or.jpへメールをお願いします。

参考資料

【国際化学オリンピック（IＣhO＝International Chemistry Olympiad）とは】

１９６８年に東欧３ヵ国（ハンガリー、旧チェコスロバキア、ポーランド）が始めた高校生の学力試験から発展した、１年に１度開催される「化学」の国際大会。日本で有名な「数学オリンピック」も同じ３ヵ国から始まりました。１９８４年にアメリカ合衆国が参加して以来急激に参加国が増え、２００２年のグロニンゲン大会（オランダ）では５７ヵ国、２００３年のアテネ大会（ギリシャ）では５９ヵ国、昨年のキール大会（ドイツ）にも、６１ヵ国から２３３人の高校生が参加しました。
大会は、通常、毎年７月に１０日間開かれ、それぞれ５時間に及ぶ実験問題（Experimental Examination）と筆記問題（Theoretical Examination）が出題され個人戦として競われます。成績優秀者には金メダル（参加者の１割）、銀メダル（同２割）、銅メダル（同３割）がそれぞれ贈られます。

なお、日本はアテネ大会より参加し、昨年のドイツ・キール大会では、日本代表生徒４人全員がメダルを獲得、そのうち１人は金メダルを獲得しました。

【国際化学オリンピック 日本初参加までの経緯】

日本化学会は、１９８０年代後半より同大会への参加を検討し、１９８８年のヘルシンキ大会（フィンランド）、１９８９年のハレ大会（東ドイツ）にオブザーバーを派遣しました。しかしながら、出題範囲の規定が日本の高校教育課程と異なる点、大会開催時期（開催は７月上旬が多く、世界的には６月の卒業式が終わった後ですが、日本では期末試験の最中）、経費など、様々な問題があったため参加を見合わせてきました。

そんな中、日本では産学が協力して実施している「夢・化学-２１」キャンペーン事業のプログラムとして、将来の国際化学オリンピック参加を念頭におき、高校生を対象とした「全国高校化学グランプリ」が１９９９年にスタートしました。このような動きの中で、国際化学オリンピックへの参加が再び検討され、２００２年オランダ大会に再びオブザーバーを派遣、２００３年アテネ大会より正式に参加することになりました。
【「夢・化学-２１」キャンペーン事業/全国高校化学グランプリ】

ホームページ　ｈｔｔｐ://www.kagaku21.net/
１９９３年、明日を担う若者に化学の大切さや面白さ、重要性、化学製品の有用性などを理解してもらおうと、（社）日本化学会、（社）化学工学会、（社）新化学発展協会、（社）日本化学工業協会の４団体が「夢・化学-２１」委員会を組織し、キャンペーン事業を立ち上げました。主な事業は小中高生を対象にした各種実験教室とこの高校生の国内外の化学コンテスト事業です。

「高校化学グランプリ」は、国際的にも通用する若い化学者を育てることを目的として、「夢・化学-２１」委員会と日本化学会化学教育協議会が１９９８年、東京と仙台の２ヵ所で試験的に実施したのが始まりです。翌１９９９年から、「全国高校化学グランプリ」として全国規模で開催されるようになり、今日では参加者が

１，０００人を超す大会に発展しております。また、国際化学オリンピックに出場する日本代表生徒も、「全国高校化学グランプリ」参加者の中から選ばれております。

なお、昨年度より、『学（まな）びんピック認定大会』として文部科学省に承認され、名実ともに“化学の甲子園”としての役割を担う大会となっております。

【科学技術振興機構による国際化学オリンピックの支援について】
「夢･化学－２１」委員会ならびに日本化学会化学教育協議会が推進する「国際化学オリンピック」及び「全国高校化学グランプリ」は、独立行政法人 科学技術振興機構（ＪＳＴ；理事長　沖村憲樹氏）のご支援をいただいております。

ＪＳＴでは、文部科学省「科学技術・理科大好きプラン」の施策として、「国際科学技術コンテスト支援事業※」を推進し、昨年度より「国際化学オリンピック」を含む７つの国際科学技術コンテスト参加を、今年度より「全国高校化学グランプリ」を含む５つの国内選抜活動及び日本における国際大会開催を支援しています。

※「国際科学技術コンテスト支援事業」では、「国際科学技術コンテスト支援事業推進委員会」（委員長　金澤一郎国立精神・神経センター総長）により選考した国際科学技術コンテストの支援を推進することで、理数系教科に秀でた生徒の知的好奇心・探究心に応じた学習機会を提供し、将来国際的に通用する研究者・技術者の養成に資するとともに、身近な生徒の国際コンテストへの参加を通じて、学校、地域における理科・数学をはじめとした科学技術学習の充実に向けた社会的雰囲気の醸成を図ることを目的としています。

【過去の国際化学オリンピックにおける日本代表の成績】

２００３年―ギリシャ・アテネ大会（第３５回大会）


開催期間：
２００３年７月６日（日）～１３日（日）


参加国（人数）：
５９ヵ国（２３２人）


日本代表の成績結果：　　※学年は２００３年当時


上野　功一さん（私立創価高等学校３年）
：銅メダル


佐藤　直人さん（私立創価高等学校３年）
：銅メダル


赤羽　正寿さん（私立創価高等学校３年）
：敢闘賞


田辺　一郎さん（私立創価高等学校３年）
：敢闘賞

２００４年―ドイツ・キール大会（第３６回大会）


開催期間：
２００４年７月１８日（日）～２７日（火）


参加国（人数）：
６１ヵ国（２３３人）


日本代表の成績結果：　　※学年は２００４年当時


川崎 瑛生さん（私立武蔵高等学校２年）
：金メダル


小山 貴広さん（私立栄光学園高等学校３年）
：銅メダル


神戸 徹也さん（私立白陵高等学校３年）
：銅メダル


増田 光一郎さん（県立福岡高等学校３年）
：銅メダル

以上

